
破
我
品
の
偶

に

つ
い

て

(
飯

田
)

破
我
品
の
偶
に
つ
い
て飯

田

宏

(
1
)

『
倶
舎
論
』

の
第
九
章

で
あ
る

「
破
我
品
」
は
、
最
後

の
章

と
し

て
位
置
し

て
お
り
、

前
八
章

と
比

べ
る
時
、

体
裁
や
内
容

の
点
で
趣

の
異

な

っ
て
い
る
事

項

が
多
く
、

独
特
な
性
格
を

も

っ
て
い
る
。

小
稿

で
は
そ
れ
ら

の
中
か
ら
、

偶

に
つ
い
て
の
問
題
を
考
え

て
み
た

い
。

「
破
我
品
」

の
偶

は
、
A
K
B
h
・
チ
ベ

ッ
ト
訳

・
玄
婁
訳

で
、

20
偶
を
数
え

る

こ
と
が
出
来

る
。

唯
、

真
諦
訳

の
み
が

24
偶

を
有

す

る
。

こ

れ

は
真

諦

訳

が
、

他
の
三
本
で
の
第
八

「
定
品
」
末
尾

の
3
偶

を

「
破
我
品
」

に
計

上
し
て

お
り
、

し
か
も
真
諦
訳

は
、

他

の
三
本
で

の
第

一
偶
を
欠
き
、

ま

た
巻
末

に
五

言
四
句

一
偶

と
七
言

四
句

一
偶

と
を
余
分
に
有

し
て
い
る
が
、

以

上
の
点

を
除

け
ば
、
真
諦
訳

と
他

の
三
本
と
は
意
味
内
容
的

に
み
る
と
全
く

と
言

っ
て
い
い

程

に
よ
く

一
致

し
て
い
る
。

「
破
我
品
」
価
は
従
来
、

本
頗

(
k
a
r
i
k
a

)

が
な
い
と
さ

れ

て

い

た
。
『
倶

舎
論
』

の
本
頒
は
、

玄
装
訳

と
チ
ベ

ッ
ト
訳
と
に
伝
わ

っ
て
お
り
、

そ
の
二
本

は
共
に
第
八

「
定
品
」

で
完

結
し
て
い
る
。

に
も
拘
ら
ず
、
C
o
k
h
a
l
e
氏

の
発

(
3
)

表
し
た
梵

文
本
頗

の
テ
キ

ス
ト
は

「破
我

品
」

に
13
の
k
a
r
i
k
aを
有

し
て
い

(
2
)

る
。

そ
れ
は
前

八
章

に
存
す

る
k
a
r
i
k
aと
は

全

く

別

な

性

格

の

も

の
で
、

k
a
r
i
k
a
と
考
え
ら
れ

る
べ
き
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る

が
、

20
偶

の
中

か

ら

k
a
r
i
と
し
て

13

の
偶
を
な

に
ゆ
え
に
抜

き
出

し
た
か
を
考
え

る

こ
と

は
意

義

が
あ

る
と
思
う
。

ま
ず

『
倶
舎
論
』

の
註
釈

書
類
、
Y
a
f
l
s
a
 
s
a
f
s
k
 
s
a
m
a

t
h
a
d
e
v
a
普
光

・
法
宝

・
法
橦

・
快
道
等

の
も

の
を
み
て
ゆ
く

と
、
偶

の
出

典

に

つ
い
て
の
記
述

が
あ

る
。

そ
れ
は
以
下
の
四
種
類

の
も
の
に
分
類
す
る

こ

と
が
出
来

る
。

(
4
)

(
1
)経
典

の
引
用

と
さ
れ
る
も

の

(
5
)

(
2
)世
親

以
外

の
人
の
作

と
さ
れ

る
も

の

(
6
)

(
3
)世
親
自
身

の
作

と
さ
れ
る
も

の
(
7
)

鋤

何
も

言
及

さ
れ
て
い
な
い
も

の

以
上
の
分
類

か
ら
み

る

と
C
o
k
h
a
l
e
本

「
破
我
品
」
の

13

の
a
k
f

は
、

(
1
)
の
経
典

の
引
用

と
さ
れ
る
も

の
以
外

の
も

の
全
部
で
あ
る
。
即

ち
(
1
)
を
全
部

排

斥
し
て
い
る
と
い
う
特
徴

が
あ
る
。

(
8
)

つ
ぎ
に
、

普
光

に
よ
る

「
破
我
品
」

の
科
段

に
注
目
し
、
偶

の
分
布
を
調

べ

て
ゆ
く
と
C
o
k
a

本

の
13
の
k
a
r
i

に

つ
い
て
は
次

の
よ

う

な

特
色

が
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み
ら
れ
る
。

「破
我
品
」

の
記
述
は
、

科
段
に
よ
れ
ば
、

積

子

部

・
数

論

師

・

勝
論
師
に
対
す
る
も

の
が
中
心

で
あ
り
、

そ
れ
ぞ

れ
の
結
論
に
相
当
す
る
と
み

ら
れ
る

「
通
レ
難

(
通
二
外
難

一)
」
に
集
中

し
て
1
0の
k
a
r
i
k
aが
存
在
す
る

こ

と
で
あ
る
。

「流
通
分
」
に
も

3
つ
の
k
a
r
i
k
aが
存

す
る
。

こ

こ
も

結
論
部

分

で
あ
り
、
c
o
k
h
a
l
e

本

の
編

集
は

「
破
我
品
」

に
説

か
れ
る
思
想
内
容
を
綱

要

的
に
示
そ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
チ
ベ

ッ
ト
大
蔵
経

の
中

に
は
、
陳
那
作
と
さ
れ
る

『
倶
舎
論
』

の
綱
要

(
9
)

書

が
あ
る
。

こ
の
書
は
、

重
要
な
部
分

を
選
び
、
抽

出
し
要
約

・
短
縮
す

る
も

の
で
あ
る
。

し
か
し

「
破
我
品
」

に

つ
い
て
は
、

そ

の
よ
う
な
方
法

の
他

の
品

と
は
、
多
少
方
法

が
異
な
り
、

特

に
厳
選

さ
れ
た

12
個
所
に

つ
い
て
の
み
取
り

扱

っ
て
い
る
。

こ
れ
は
陳
那
自
身

が
為

し
た
も

の
で
あ
り
、
彼

の
主
観

や
興
味

が
加
味
さ
れ
て
い
よ
う
が
、

12
個
所

の
記
述

で
も

っ
て

「破
我

品
」

の
内

容

の

概
要
が
知
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
「
破
我

品
」

の
偶
は
、

そ
の
う
ち
c
o
k
h
a
l
e
本

に
採
用
さ
れ
た
13
偶

の
み
が
12
個
所

の
内
、

8
個
所

に
あ
る
。

以
上
述

べ
た
こ
と
を
ま

と
め

る
と
、
C
o
k
h
a
l
e

本

「
破
我
品
」

の

13

の
k
a
-

r
i
k
aは

「
破
我
品
」
に
存
す
る

20
の
偶

の
中

か
ら
、

中
心
的

な

個
所

の
偶
を

巧
み
に
選
び
集

め
て
い
る

と
み
る
こ
と
が
出
来
る
。

そ
れ
は

「
破
我
品
」
に
何

等

か

の
必
要

で
も

っ
て
k
a
r
i
k
aが
要

求
さ
れ
た
時
、

こ
の
13
の
偶
を
選
び

出

し
、
第
九
章

の
k
a
r
i
k
aと

し
て

「
破
我

品
」

の
内
容
を
綱

要
的
に
示
そ
う
と

し
た
と
考

え
ら
れ
る
。

つ
ま
り

『
倶
舎
論
』
を
理
解

す

る

の

に
、
k
a
r
i
k
a
に

よ

る
の
が
便
利

で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
な
風
潮

が
起

こ
り
、
C
o
k
h
a
l
e
本

の
編

集
者

は

「
破
我
品
」

に
説

か
れ
る
思
想
内
容
を
、

ほ
ぼ
概
観

す
る
こ
と
が
出
来

る

13
の
偶
を
k
a
r
i
k
aに
擬

し

て
、
編

集

し
た

の
で
あ
ろ
う
。

恐
ら
く
、

教
育

的
な
見
地
か
ら
、
前

八
章

の
よ
う
に
k
a
r
i
k
aだ
け

の
教
科
書

的
な
も

の
を
要

求

さ
れ
、

そ
の
た
め

に

「
破
我

品
」

に
も
k
a
r
i
k
aが
必
要

に
な

っ
た

も

の
と

も
考

え
ら
れ
る
。
編
集
者
は
不

明
で
あ
る
が
、

そ

の
編
集
時
期
は
世
親
が

『侃

舎
論
』
を
著

わ
し
て
か
ら
、

か
な
り

の
時

代
を
経
過
し
た
後
、

つ
ま
り
世
親
賦

『
倶
舎
論
』

を
著
わ
し
た
時

の
伝

説
が
あ
ま
り
重
要
視
さ
れ
な
く
な

っ
た
頃
へ

ら
、

12
-

13
世
紀
ま
で

の
あ
る
時

期
に
編

集
さ

れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

1

桜
部
建

「
破
我
品

の
研
究
」
(
『
大
谷
大
学

研
究
年
報
』
12
号
)
参

照
。

2

福
原
亮
厳
監
修

『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論

本
頗

の
研
究

(
界
品

・
根

品

・
轟

間
品
)
』
八
頁
、

桜
部
、

前
掲
論
文
参

照
。

k
r
t
y
a
y
a
n
a

氏

の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
校
訂
出
版
し
た
も
の
で
、
こ
の
写
本

は
12
-

13
世
紀
に
作

ら
れ
た
も

の
ら

し
い
。

4

『
倶
舎
論
稽
古
』

巻
下
、

大
正
六
四

・
四
六

五
b
-

四
六
六
a
、
等
。

l
.
 
2
0
(
s
t
h
a
v
i
r
a
 
R
a
h
u
l
a

)
.『
光
記
』
巻

三
十
、

「
経
部
中
鳩
摩

濯

多
」

(
大

正
四

一
・
四
四
五
b
)

等
。

但

し
、
す

べ
て
の
註
釈
書

が

一
致

し
て

同
名
者

を
あ
げ
る

と
は
か
ぎ
ら

な
い
。

6

『
光
記
』
巻
三
十
、
「
今
論
主
復
説
二
頽
言

こ

(
大
正
四

一
・
四
四
五
b
)
。

7
 
G
o
k
h
a
l
e
 

本

の
第

二
鎮
、
A
K
B
h
・
チ

ベ
ッ
ト
訳

・
玄
漿
訳
の
第

七
偶
。

8

『
光

記
』
巻

二
十
九
、

大
正
四

一
・
四
三
八

c
以
下
。

9
 
P
e
k
i
n
g
 
e
d
.
,
 
N
o
 
5
5
9
6
 
V
o
l
.
 
1
1
9
 

桜

部
建

「
陳
那

に
帰
せ
ら
れ
た

倶
舎
論

の

一
綱
要
書
」
(『
東
海
仏
教
』

2
号
)
参
照
。

(
仏
教
大
学
大
学

院
)

破
我
品

の
偶

に
つ
い
て

(
飯

田
)
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